
KUISs学修ベンチマーク （2018年4月改正）

項目 項目の説明 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 具体的に実践する場面例 エビデンスの例

(1) 自律
的で主体
的な態度
（自律性）

自分の目標をも
ち、その実現のた
めに、自らを律し
つつ意欲的に行
動することができ
る

⾃ら⽬標をもち、主体的に
計画・実⾏・確認を繰り返
し、経験を⽣かしながら新た
な課題に挑戦することがで
きる

⾃ら⽬標をもち、主体的に
計画を⽴て、進⾏状況や
⽬標の達成状況を確認し
ながら実⾏することができる

やらなければならないこと
を、計画を⽴てて最後まで
やり遂げることができる

やらなければならないこと
を、決められた期⽇までにや
り遂げることができる

・日々の学習計画をふりかえ
るとき
・実習で課題に取り組むとき
・学園祭など、大きなイベント
・リフレクション・デイで半年ご
とにふりかえるとき　など

・ラーニングルートマップ
・スケジュール
・eポートフォリオ「成長確認
シート」
・eポートフォリオ記事（自律
的で主体的な経験）

(2) 社会
に能動的
に貢献す
る姿勢
（社会的
貢献性）

集団や社会のた
めに他者とともに
行動し、貢献する
ことができる

他者と協働しながら、集団
や社会への貢献に、より多く
の⼈が参画できるように展
開することができる

他者に協⼒を呼び掛けなが
ら、⾃主的に集団や社会に
貢献することができる

他者と協⼒しながら、集団
や社会への貢献に参加す
ることができる

⾝近な場⾯で、困っている
⼈を⼿助けすることができる

・授業のグループワーク
・GS、CS、実習などの現地活
動
・クラブ、学生会、学園祭など
の正課外活動　など

・グループワークのふりかえり
ワークシート
・実習ノートや、教室外プログ
ラムの最終レポート
・チームワークルーブリックで
評価された課題
・eポートフォリオ記事（集団
や社会に貢献した経験）　な
ど

(3) 多様
な文化や
その背景
を理解し
受け容れ
る能力
（多様性
理解）

世界に住まう人々
の文化や社会が
多様であることに
理解を深め、世界
市民として行動で
きる

⾃分とは異なる価値観や
考え⽅を持つ⼈々の社会
的・⽂化的背景を尊重し、
差別などの社会的不正義
の解消に乗り出すことができ
る

⾃分とは異なる価値観や
考え⽅を持つ⼈々の社会
的・⽂化的背景を尊重しな
がら、その⼈々と交流するこ
とができる

⾃分とは異なる価値観や
考え⽅を持つ⼈々の社会
的・⽂化的背景を理解し、
違いがあることを受け容れる
ことができる

⾃分とは異なる価値観や
考え⽅を持つ⼈々がいるこ
とを理解し、⾃分たちとの違
いを説明することができる

・多様性を考える授業
・GS、CS、実習等などの教室
外プログラム
・留学
・自分が生きてきた地域とは
異なる地域の人々との交流
・母国以外の人々との交流
など

・多様性理解ルーブリックで
評価された課題
・実習ノートや、教室外プログ
ラムの最終レポート
・eポートフォリオ記事（多様
な文化や社会に関する経験
や学び）　など

(4)問題発
見・解決
力

根拠にもとづい
て、問題を発見し
たり解決のアイデ
アを構想したりす
る思考力や判断
力を身につけ、問
題を解決すること
ができる

複雑な問題を分析し、複
数の原因を究明して、論理
的に整合し解決につながる
提案を⾏い、実⾏できる

データにもとづいて、問題の
原因を⾒きわめ、論理的な
解決策を提案できる

普段から問題がないか注意
を払い、根拠のある意⾒を
⽰しつつ解決のために⾏動
することができる

社会の中で問題になってい
ることを客観的に理解し、
解決のための意⾒を出すこ
とができる

中項目： 問題発見力 複雑な問題を分析し、複
数の原因をとらえ、それらの
関係を整理することができる

問題の背景や状況を理解
し、原因を⾒きわめることが
できる

普段から問題がないか注意
を払い、何が問題なのかを
理解することができる

社会の中で問題になってい
ることを、理解することができ
る

論理的思考/判
断力

論理的に整合するように、
⾃らの主張を論証できる

データにもとづいて論理的な
意⾒や判断を導き出すこと
ができる

根拠を⽰しつつ意⾒や判
断を⽰すことができる

ものごとを客観的に捉え、
事実と意⾒を区別すること
ができる

問題解決力 問題の背景や状況をふま
え、解決につながる提案を
⾏い、実⾏できる

問題の背景や状況をふま
え、解決策を提案できる

問題の解決のために⾏動
することができる

問題の解決のために、⾃分
なりの意⾒を出すことができ
る

(5) コミュ
ニケー
ションスキ
ル

国内外を問わず、
社会生活の様々
な場面で、他者の
思いや考えを理
解するとともに、
自分の考えを的
確に表現し、意見
を交わすことがで
きる

異なる⽂化や価値観の
⼈々にも伝わるように表現
を⼯夫しながら、裏づけのあ
る主張を⾏い意⾒調整が
できる

相⼿に伝わるように表現を
⼯夫しながら、裏づけのある
主張を⾏い意⾒調整がで
きる

多様な⽅法で情報収集と
⾃⼰表現ができ、他者との
意⾒交換ができる

決められた条件の中で、情
報収集と⾃⼰表現ができ、
他者と意⾒の共有ができる

中項目： 情報収集・活用
力
（読む・聴く・整理
する）

必要かつ信頼できる情報
を、国内外を問わず広範な
情報源から集めることがで
き、⾃分の主張やアイデア
の裏づけとして活⽤できる

必要かつ信頼できる情報を
⾃分の主張やアイデアの裏
づけとして活⽤できる

多様な情報源から、必要か
つ信頼できる情報を集め、
要点を整理できる

与えられた情報源から必要
な情報を集めることができる

情報発信力
（書く・話す・伝え
る）

⾔語的・⾮⾔語的な表現
⽅法を活⽤して知⾒や考
えをわかりやすく表現し、相
⼿とのやりとりを踏まえつつ、
理解してもらえるように伝え
ることができる

⾔語的・⾮⾔語的な表現
⽅法を活⽤して、内容の構
成を⼯夫しながら、知⾒や
考えが相⼿にわかりやすく
伝えられる

⾔語的な表現だけでなく、
⾮⾔語的な表現⽅法も活
⽤して、決められた条件の
中で、知⾒や考えを表現で
きる

決められた条件の中で、⾃
分の知⾒や考えを表現でき
る

意見交換・調整
力

異なる⽂化や価値観の
⼈々と、お互いの価値観を
尊重しつつ意⾒を調整し、
互いに納得できる結論を得
ることができる

他者の主張を理解して、⾃
分の意⾒と他者の意⾒を
調整して、互いに納得でき
る結論を得ることができる

⾃分の意⾒に対する他者
の発⾔の論点を理解したう
えで、⾃分の意⾒を⽰すこ
とができる

他者の発⾔を聞いた上で
⾃分の意⾒を伝えられる

(6) 専門
的知識・
技能 の活
用力

自ら学ぶ学位プロ
グラムの基礎とな
る専門的知識・技
能を修得し、実際
を想定した場面で
活用することがで
きる

専⾨分野について修得した
知識・技能を、実際を想定
した場⾯で活⽤し、適切な
⾏動をとることができる

専⾨分野について修得した
知識・技能を⽤いて、様々
な現象を説明し、評価・改
善・提案することができる

専⾨基礎知識・技能を相
互に関連づけ、その概念を
使って学んだ内容を説明で
きる

専⾨的知識の獲得に必要
な⽂献・資料を正確に理
解し、重要かつ基礎的な概
念を説明することができる

・専門科目の授業での課題
・卒業論文の作成
・GS、CS
・総合型の実習科目や演習
科目

・専門科目の評価されたテス
トやレポート
・到達確認試験の評価結果
・卒業論文のルーブリック評
価
・総合型の実習科目の実習
ノートや演習科目のふりかえ
りワークシート

・問題発見・解決型の授業、
レポート作成、テスト
・GS、CS、演習、実習などの
現地活動や調査活動
・クラブ、学生会、学園祭など
の正課外活動で学生同士、
教職員、地域の人々、業者と
の会議

・学修成果の統合ﾙｰﾌﾞﾘｯｸを
用いた成果物
・リサーチルーブリックを用い
た成果物
・クリティカルシンキングの課
題レポート
・評価された問題発見・解決
型の課題レポートやプレゼン
テーション
・到達確認試験の論述問題
の評価結果
・eポートフォリオ記事（問題
発見、論理的思考や論理的
判断、問題解決のための提
案などを行った経験）

・授業におけるグループワー
クやディスカッション
・GS、CS、実習などの現地活
動でのメンバー、教職員、現
地の人々など利害関係者と
の交流
・クラブ、学生会、学園祭など
の正課外活動で学生同士、
教職員、地域の人々、業者
等、との会議
・留学先での交流

・ライティングルーブリックで
評価された課題レポート
・プレゼンテーションルーブ
リックで評価されたプレゼン
テーション資料
・eポートフォリオの記事（国
内外を問わず、情報収集、
自己表現、意見交換・調整を
行った経験）


